
全

体

的

な

取

り

組

み

交
通
局
で
は
、
生
産
性
の
向
上
や
各
種
手
当

の
見
直
し
、
委
託
化
の
推
進
に
よ
る
職
員
数
の

削
減
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
経
営

効
率
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
経
営
状
況
や
、
規
制
緩
和
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
経
営
の
効
率
化

●
地
下
鉄
駅
や
整
備
工
場
に
お
け
る
業
務
委
託

の
推
進
、
●
機
構
・
定
数
の
見
直
し
、
●
効
率

的
な
業
務
執
行
体
制
の
確
立
、
●
経
費
の
削
減

■
増
収
対
策

●
既
存
広
告
枠
の
拡
大
と
新
規
媒
体
の
開
発
、

●
資
産
の
有
効
活
用
、
●
不
用
資
産
の
処
分

■
職
員
意
識
の
向
上

●
経
営
理
念
・
経
営
基
本
方
針
の
徹
底
、
●
職

員
研
修
の
充
実
、
●
表
彰
制
度
の
見
直
し

■
利
用
促
進

市
営
交
通
の
利
用
促
進

●
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
（
接
客
マ
ナ
ー
の
向
上
、
利
用
し
や
す
い
料

金
制
度
の
検
討
、
駅
や
車
両
の
利
便
性
・
快
適

性
の
向
上
）、
●
利
用
喚
起
Ｐ
Ｒ
の
展
開
と
情

報
交
流
（
地
域
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
の
積
極

的
展
開
、
利
用
者
の
声
な
ど
の
迅
速
・
的
確
な

反
映
、
経
営
状
況
や
経
営
改
善
策
進
行
状
況
な

ど
の
分
か
り
や
す
い
公
表
）

乗
客
の
減
少
傾
向
は
今
後
も
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
施
設
面

で
は
老
朽
化
対
策
が
必
要
に
な
り
、
経

営
状
態
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
く
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
路
面
電

車
は
環
境
に
や
さ
し
く
、
魅
力
あ
る
都

心
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
も
重
要

な
役
割
を
果
た
す
も
の
な
の
で
、
ま
ち

づ
く
り
や
総
合
交
通
政
策
の
観
点
か
ら

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
営
企
業
方
式
に
よ
る
経
営
の
効
率

化
に
は
、
一
定
の
限
界
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
市
内
の
民
営
バ
ス
各
社
は
、
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
と
し
て
、

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
バ
ス
事
業
に
つ
い
て

は
民
営
に
移
行
す
る
こ
と
が
、
市
民
負

担
の
総
体
的
な
軽
減
と
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

地
下
鉄
は
、
生
活
に
不
可
欠
の
重
要

な
都
市
施
設
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
た

貴
重
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
軸

と
し
て
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

巨
額
の
債
務
負
担
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
建
設

時
の
多
額
の
費
用
負
担
を
考
慮
し
た
適

切
な
財
政
支
援
も
必
要
で
す
。

方
向
性
を
決
定
す
る
ま
で
経
営
の
効

率
化
に
努
め
、
不
良
債
務
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

事
業
廃
止
に
伴
う
事
業
用
地
な
ど
の

適
正
な
処
分
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
度

末
ま
で
に
不
良
債
務
を
解
消
し
ま
す
。

最
大
限
の
経
営
効
率
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
な
お
不
足
す
る
事
業
運
営
資
金

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
財
政
支
援
を
行

い
、
不
良
債
務
の
増
加
を
抑
制
し
ま
す
。

交
通
事
業
改
革
プ
ラ
ン
の
概
要

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
公
共
交
通
機
関
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
、
そ

の
骨
格
と
な
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
効
率
的
・
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で
の
五
カ
年
。
計

画
の
達
成
状
況
に
応
じ
て
、
適
宜
適
切
な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
十
九
年
度
以

降
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
実
施
計
画
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

路面電車
広く市民論議を行った上で、事業
の具体的な方向性を決定します。

バ ス
段階的に事業を縮小し、平成１６年
に廃止します。

地下鉄
抜本的な経営効率化や増収対策、
利用促進などに取り組みながら、
市営事業として維持します。

方向性経営目標
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